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一般社団法人日本コンクリート診断士会 

第7回定時社員総会議事録 

 

1. 日時：平成28年5月24日（火） 13:50～14:35 

2. 場所：公益社団法人 日本コンクリ−ト工学会 11階会議室 

3. 資料：一般社団法人日本コンクリート診断士会第7回定時社員総会資料 

（1）第1号議案：平成27年度事業および収支報告 

（2）第2号議案：平成28年度事業および収支計画 

（3）第3号議案：細則改訂 

（4）第4号議案：理事・監事の改選 

（5）報告-1：会員数等報告 

（6）報告-2：参加委員会活動報告 

（7）報告-3：幹事一覧 

4. 出席者数 

学術・正会員出席者数：当日出席65名（78名）+委任状出席 734名 

                    計799名（812名）（4月1日現在議決権数：1355名） 

賛助会員出席者数： 2名 

法人会員出席者数： 11名(9社)（法人枠で登録の会員を除く） 

メディア関係： 3名(セメント新聞，コンクリート新聞社) 

（ ）内は最終出席者数である。 

5. 議事 

5.1 開会宣言：開会を司会の奥田理事が行い，総会成立について定数の確認が行われ出席65名，委

任状出席734名の799名で，総会成立要件674名（議決権数1355名の半数）を満たしていると

の報告がなされた。 

 

5.2 議長の選出：定款13条により議長に林会長が選出され，挨拶があった。主な内容は以下の通り

である。 

・福岡，富山および宮城県コンクリート診断士会が今年から本総会に参加しており，熊本県コン

クリート診断士会も入会予定である。 

・コンクリート橋，鋼橋，トンネルについて国交省の民間資格認定が2月になされた。今後は，

さらなる技術研鑽が必要である。 

・コンクリート診断士会として活動していることがJCIや国交省の認定に効果があったと考えて

いる。 

 

5.3 議案 

5.3.1 第1号議案について 

（1）資料（1）の第1号議案の事業報告(案)について各部会からの主な報告を示す。 

①企画部会 

・情報の共有を図るため部会長会議に関する細則を改訂し，部会長会を2回開催した。 
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・JCIとの意見交換会を実施した。 

・理事・監事の選出方針を提案し，推薦委員会を開催し理事・監事の推薦を行った。 

 ②技術部会 

・第3回業務体験発表会を金沢で開催した。 

・地区診断士会からの要望により講師の派遣を行った。 

・コンクリート診断士受験対策講座を開催した。 

 ③広報部会 

・個人会員へ直接メールにてメールかわら版を4回送付した。 

・地区診断士会の行事案内など情報提供するなどHPの充実を図った。 

 ③会員部会 

・地区の会のない空白地区の設立支援，設立されているがまだ本会に入会していない地区へ対応

した。 

・福岡県コンクリート主任技士・診断士会が27年10月に入会し，富山県および宮城県コンクリ

ート診断士会が28年4月の入会予定となり，熊本県コンクリート診断士会も入会予定となった。 

・コンクリート診断士会が設立されているがまだ未入会の会には今後働きかけていく予定である。 

・法人会員の入会は，計画ではA会員1社，B会員1社，C会員4社であったが，C会員2社のみの

入会であった。現在，法人会員は71社である。 

 ④財務部会 

・中間決算を行い，健全な財務の執行に努めた。 

 ⑤事務局 

・会員管理の充実を，とくに個人情報の管理には注意しているとの報告をした。 

・部会，幹事会活動を支援した。 

・事務局の業務の効率化を進めた。 

（2）資料（1）の第1号議案の収支報告(案)について井田理事（会計担当）から説明した。  

（3）田畑監事より監査報告がされた。 

（4）上記の説明に対して異議はなく，第1号議案は原案通り承認された。 

 

5.3.2 第2号議案について 

（1）資料（2）の第2号議案について各担当理事から説明した。主な事項を示す。  

①企画部会 

石川理事から28年度の計画について下記の説明があった。 

・JCIとの意見交換の実施。 

・部会長会議の実施。 

・理事会のメーリングリストによる実施。 

②総務部会 

 竹内理事から28年度の計画について下記の説明があった。 

・総務に関する事業の計画と実施（新設）。 

・健全な財務体質の構築。 

③技術部会 

奥田理事から28年度の計画について下記の説明があった。 
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・第4回全国業務体験発表会を東京で11月末に開催予定である。 

・国交省の民間資格に登録されたことを受けて，診断業務を確実に行うためにコンクリート診断

士技術力向上のための研修会を実施する。実施は，各地区が行っている技術研修の一部として

取り入れる。 

④広報部会 

名倉理事から28年度の計画について下記の説明があった。 

・メールかわら版を4回/年の発行予定で，地区の会の紹介を2地区/回の予定である。 

・HPを5月末頃にリニューアルし装いも新たにする。 

・地区の会からの情報をタイムリーに掲載し，内容も充実させたい。 

・関連官公庁への積極的なPRを行いたい。 

⑤会員担当 

奈良理事から28年度の計画について下記の説明があった。 

・空白地区の診断士会設立促進および支援を行う。 

・法人会員を増やしていきたい。 

⑥事務局： 

毎田理事から28年度の計画について下記の説明があった。 

・各部会，地区会との連携強化を進めたい。 

・会員サービスの向上，業務の効率化をさらに進めたい。とくに会員情報のセキュリティ確保に

努める。 

・部会長会議の支援の実施。 

⑥28年度予算について 

 竹内理事より資料2の予算案について説明があった。 

（2）上記の説明に対して異議はなく，第2号議案は原案通り承認された。 

 

5.3.3 第3号議案について 

（1）資料（3）の第3号議案の細則改定について竹内理事から説明した。主な改定は下記の通りで

ある。 

・第1章第2条の会員の資格について文言の追加 

・第3章第7条の地区の会承認要件の追加 

・第3章第12条4の部会長会の構成メンバーに関する追加 

・第4章第13条の理事・監事の委嘱に関する事項の追加 

（2）上記の説明に対して異議はなく，第3号議案は原案通り承認された。 

 

5.4 第4号議案について 

 資料（4）の理事・監事改選案について田沢理事より説明があり，原案通り承認された。 

・財務部会⇒総務部会に変更された 

・総務部会：副部会長 大和理事（新任），技術部会：部会長 奥村理事，副部会長 奥田理事

（交代），会員部会：副部会長 細谷理事（新任），監事：本田監事（新任），事務局長：田

沢理事（役職移動） 

 承認後，新任の大和理事および本田監事から新任の挨拶があった。 
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5.5 報告 

5.5.1 報告-1について 

 峰松幹事から以下の報告を行った 

（1）資料（5）の報告-1会員数報告について4月1日現在の会員数1355名（学術：22名，正会員：

1333名（うち，8は直接入会，32名は法人からの登録），賛助会員139名（うち，10名は法人

からの登録）），法人会員は71（ランクA：13社，ランクB：9社，ランクC：49社）で，昨年

度比185名増，法人会員2社増である。 

5.5.2 報告-2について 

（1）資料（6）の報告-2：サステナビリティ委員会サステナビリティフォーラム報告について27年

度の活動概要など報告を行った。なお，活動の詳細はHPに掲載する総会資料に掲載予定であ

る。 

5.5.3 報告-3について 

(1) 資料（7）の報告-3：JCD幹事の名簿について紹介した。 

5.5.4 その他 

 国交省の民間資格に登録されたことにより，さらなる技術の研鑽が必要になる。 

 

5.6 閉会の挨拶 

 佐藤副会長より下記の閉会の挨拶があった。 

・民間資格の件で，昨年3月にJCIと意見交換時にもっと頑張って承認されるようにして欲しいと

の申し入れを行った。そのこともあり結果としてうまくいった。 

・今後もJCIとの意見交換は継続していきたい。 

・地区の会は今後とも増やしていきたい。 

 

文責：木村（事務局） 
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総会議事録捺印 

1．理事・会長 林   静雄   印 

2．理事・副会長 小野   定   印 

3．理事・副会長 佐藤  嘉昭   印 

4．理事・企画部会長 石川  裕夏   印 

5．理事・企画部副部会長 原田 隆敏   印 

6．理事・企画部副部会長 岡﨑 勝信   印 

7．理事・総務部会長 井田    豊   印 

8. 理事・総務部副部会長 竹内 祥一   印 

9．理事・総務部副部会長 大和 竹史   印 

10．理事・技術部会長 奥村 智洋   印 

11．理事・技術部副部会長 奥田  由法   印 

12．理事・技術部副部会長 米倉 亜州夫   印 

13．理事・広報部会長 名倉  昭三   印 

14．理事・広報部副部会長 日堂 俊之   印 

15．理事・広報部副部会長 岸川 秀樹   印 

16．理事・会員部会長 奈良  裕   印 

17．理事・会員部副部会長 細谷 多慶   印 

18．理事・事務局長 田澤 雄二郎   印 

19．監事 田畑 雅幸   印 

20．監事 本田  明   印 

 


